
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 329 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史探究 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 『詳説世界史』 （山川出版社） 

副教材等 
『最新世界史図説 タペストリー 二十一訂版』 （帝国書院） 

『詳説世界史授業用整理ノート』 （山川出版社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「世界史探究」では世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地理的条件や日本

の歴史と関連づけながら理解することが大切になります。諸資料から世界の歴史に関するさまざま

な情報を適切かつ効果的に調べ、まとめる技能を身につけるようにしましょう。 

・基礎的な知識を獲得するとともに、知識を活用して自分で考えることが重要です。考えていくなか

でうまれてきた「なぜ？」という自分なりの「問い」について考えていくことで、課題を追究した

り解決したりする力をつけていきます。 

 

２ 学習の到達目標 

（１）世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地理的条件や日本の歴史と関連づ

けながら理解するとともに、諸資料から世界の歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調

べまとめる技能を身につけるようにする。 

（２）世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、

比較、相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に

考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想し

たことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

（３）世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題

を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養

される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大

切さについての自覚などを深める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む態

度 



 

※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

○世界の歴史の大きな枠組

みと展開に関わる諸事象に

ついて、地理的条件や日本の

歴史と関連づけながら理解

している。 

〇諸資料から世界の歴史に

関するさまざまな情報を適

切かつ効果的に調べまとめ

る技能を身につけている。 

○世界の歴史の大きな枠組み

と展開に関わる事象の意味や

意義、特色などを、時期や年代、

推移、比較、相互の関連や現代

世界とのつながりなどに着目

して、概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、歴史

に見られる課題を把握し解決

を視野に入れて構想したりす

ることができる。 

〇考察、構想したことを効果的

に説明したり、それらを基に議

論したりすることができる。 

○世界の歴史の大きな枠組み

と展開に関わる諸事象につい

て、見通しを持って学習に取り

組もうとしている。 

〇国家及び社会の形成者とし

て、よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に探究しよう

としている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

世

界

史

へ

の

ま

な

ざ

し 

１ 世界史へのまなざし a:自然環境と人類の関わり、

および人類の進化の過程の

概要を理解している。 

b:自然環境と人類の関わりに

ついて多面的、多角的に考

察し表現している。 

c:自然環境と人類のかかわり

について、自分が抱いた興

味・関心や疑問、追究してみ

たいことなどを見出して、

見通しをもって学習に取り

組もうとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

第Ⅰ

部 

諸
地
域
の
歴
史
的
特
質
の
形
成 

   

第
１
章 

文
明
の
成
立
と
古
代
文
明
の
特
質 

１ 文明の誕生 

２ 古代オリエント

文明とその周辺 

３  南アジアの古

代文明 

４ 中国の古代文

明 

５南北アメリカ文明 

a:都市の成立や文字の使用な

ど、古代文明に共通する歴

史的特質を理解している。 

b:文明の形成に関わる諸事象

の背景や原因、結果や影響、

事象相互の関連などに着目

し、諸地域の歴史的特質を

読み解く観点について考察

し、問いを表現している。 

c:古代文明や諸地域の歴史的

特質について、自分が抱い

た興味・関心や疑問、追究し

てみたいことなどを見出し

て、見通しをもって学習に

取り組もうとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノー トで

設定され

て い る

「 問 い 」

へ の 回

答 

第
２
章 

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
東
ア
ジ
ア
世
界 

１ 中央ユーラシア

―草原とオアシス

の世界 

２ 秦・漢帝国 

３ 中国の動乱と

変容 

４ 東アジア文化

圏の形成 

a:中央ユーラシアの自然環

境、それに適応した遊牧民

やオアシス民の生活様式

や、周辺諸勢力との関係を

理解している。中国および

東アジア世界の支配体制、

他地域とのかかわりを時期

ごとの変化をふまえたうえ

で理解している。 

b:中央ユーラシアの人々の動

向、世界の歴史に与えた影

響を多面的、多角的に考察

し表現している。中国およ

び東アジア世界の社会の特

質や周辺諸国への影響を多

面的、多角的に考察し表現

している。 

c:中央ユーラシアの人々の動

向、中国および東アジア世

界の社会の特質や周辺諸国

への影響について、自分が

抱いた興味関心や疑問、追

究してみたいことなどを見

出して、見通しを持って学

習に取り組もうとしてい

る。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノー トで

設定され

て い る

「 問 い 」

へ の 回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
３
章 

南
ア
ジ
ア
世
界
と
東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
展
開 

１  仏教の成立と

南アジアの統一

国家 

２ インド古典文化

とヒンドゥー教の

定着 

３ 東南アジア世

界の形成と展開 

a:南アジアで生まれた様々な

宗教が南アジア社会や周辺

諸地域へ与えた影響や東南

アジアの大陸部と諸島部に

おいて、どのように国家が

形成されたのかを理解して

いる。 

b:南アジアで生まれた様々な

宗教が南アジア社会や周辺

諸地域へ与えた影響や東南

アジアの大陸部と諸島部に

おいて、どのように国家が

形成されたのかを多面的、

多角的に考察し表現してい

る。 

c:南アジアで生まれた様々な

宗教が南アジア社会や周辺

諸地域へ与えた影響や東南

アジアの大陸部と諸島部に

おいて、どのように国家が

形成されたのかについて、

自分が抱いた興味関心や疑

問、追究してみたいことな

どを見出して、見通しを持

って学習に取り組もうとし

ている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノー トで

設定され

て い る

「 問 い 」

へ の 回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
４
章 

西
ア
ジ
ア
と
地
中
海
周
辺
の
国
家
形
成 

１ イラン諸国家の

興亡とイラン文明 

２ ギリシア人の都

市国家 

３ ローマと地中海

支配 

４ キリスト教の成

立と発展 

a:イラン諸国家の興亡、古代

ギリシアにおける民主政出

現の経緯、ローマ世界の特

質およびその文化の特徴、

キリスト教の私立の経緯に

ついて理解している。 

b:イラン文明が世界の諸地域

に与えた影響、ギリシア人

の社会の特徴、ローマが地

中海世界を統一し、それを

維持した理由、キリスト教

が急速に広がった理由を多

面的、多角的に考察し表現

している。 

c:イラン文明、古代ギリシア・

ローマ、キリスト教の成立

について、自分が抱いた興

味関心や疑問、追究してみ

たいことなどを見出して、

見通しを持って学習に取り

組もうとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノー トで

設定され

て い る

「 問 い 」

へ の 回

答 

第
５
章 
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
成
立
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成 

１ アラブの大

征服とイスラ

ーム政権の成

立 

２ ヨーロッパ

世界の形成 

 

a:イスラーム教の成立と、短

期間での勢力拡大の理由を

理解している。西ヨーロッ

パと東ヨーロッパがどのよ

うにして独自の世界を形成

していったのかを理解して

いる。 

b:イスラーム教の成立が西ア

ジアや北アフリカ社会に与

えた影響や封建社会の特徴

などヨーロッパ社会の特徴

を多面的・多角的に考察し

表現している。 

c:イスラーム教の成立と拡大

やヨーロッパ世界の形成に

ついて、自分が抱いた興味

関心や疑問、追究してみた

いことなどを見出して、見

通しを持って学習に取り組

もうとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノー トで

設定され

て い る

「 問 い 」

へ の 回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
二
部 

諸
地
域
の
交
流
・再
編 

第
６
章 

イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
伝
播
と
西
ア
ジ
ア
の
動
向 

１ イスラーム

教の諸地域への

伝播 

２ 西アジアの

動向 

 

a:中央アジア・南アジア・西ア

ジア・アフリカの各地でど

のようにイスラーム化が進

んだのかを理解している。 

b:イスラーム教の伝播・拡大

においてトルコ人の果たし

た役割や、十字軍遠征、モン

ゴル勢力の襲来といった外

圧が西アジア社会に及ぼし

た影響を多面的・多角的に

考察し表現している。 

c:イスラーム教の各地への伝

播や変動する西アジアの情

勢について自分が抱いた興

味関心や疑問、追究してみ

たいことなどを見出して、

見通しを持って学習に取り

組もうとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パ フ ォ

ー マ ン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノー トで

設定され

て い る

「 問 い 」

へ の 回

答 

第
７
章 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
変
容
と
展
開 

１ 西ヨーロッ

パの封建社会と

その展開 

２ 東ヨーロッ

パ世界の展開 

３ 西ヨーロッ

パ世界の変容 

４ 西ヨーロッ

パの中世文化 

a:中世ヨーロッパ世界の変容

と展開について、従来との

比較を踏まえて理解してい

る。 

b:中世ヨーロッパ世界につい

て、イスラーム勢力との関

係を踏まえながら多面的・

多角的に考察し表現してい

る。 

c:中世ヨーロッパ世界につい

て自分が抱いた興味関心や

疑問、追究してみたいこと

などを見出して、見通しを

持って学習に取り組もうと

している。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
８
章 

東
ア
ジ
ア
世
界
の
展
開
と
モ
ン
ゴ
ル
帝
国 

１ アジア交易

世界の興隆 

２ モンゴルの

大帝国 

a:10～12世紀の東アジアの情

勢やモンゴル帝国につい

て、東アジア内の興隆と再

編を中心に理解している。 

b:東アジアで政権の交替が相

次いだ背景やモンゴル帝国

が成立した背景を多角的に

考察し表現している。 

c:10～12世紀の東アジアの情

勢やモンゴル帝国につい

て、自分が抱いた興味関心

や疑問、追究してみたいこ

となどを見出して、見通し

を持って学習に取り組もう

としている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 

第
９
章 

大
交
易
・大
交
流
の
時
代 

１ アジア交易

世界の興隆 

２ ヨーロッパ

の海洋進出とア

メリカ大陸の変

容 

a:「世界の一体化」が始まった

時期のアジアにおいての動

向、ヨーロッパの海洋進出

に関する動機や背景、経緯

を理解している。 

b:この時期のアジア内および

アジアと世界の興隆を多面

的・多角的に考察し表現し

ている。 

c:アジア交易世界およびヨー

ロッパの海洋進出とアメリ

カ大陸の変容について、自

分が抱いた興味関心や疑

問、追究してみたいことな

どを見出して、見通しを持

って学習に取り組もうとし

ている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

２ 

学
期 

第
１
０
章 

ア
ジ
ア
の
諸
帝
国
の
繁
栄 

１ オスマン帝

国とサファヴィ

ー朝 

２ ムガル帝国

の興隆 

３ 清代の中国

と隣接諸地域 

a:オスマン帝国、ムガル帝国

や中国清朝といったアジア

諸帝国の繁栄について、そ

の経緯と特徴を理解してい

る。 

b:オスマン帝国、ムガル帝国

や中国清朝といったアジア

諸帝国の繁栄について、そ

の違いや周辺地域に与えた

影響などを多面的・多角的

に考察し表現している。 

c:オスマン帝国、ムガル帝国

や中国清朝といったアジア

諸帝国の繁栄について、自

分が抱いた興味関心や疑

問、追究してみたいことな

どを見出して、見通しを持

って学習に取り組もうとし

ている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 

第
１
１
章 

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
動
向 

１ ルネサンス 

２ 宗教改革 

３ 主権国家体

制の成立 

４ オランダ・イ

ギリス・フランス

の台頭 

５ 北欧・東欧の

動向 

６ 科学革命と

啓蒙思想 

a:近世ヨーロッパで起こった

様々な変化や動向につい

て、その特徴、後世に与えた

影響などを理解している。 

b:近世ヨーロッパで起こった

様々な変化や動向につい

て、図像資料をもとに多面

的・多角的に考察し表現し

ている。 

c:近世ヨーロッパで起こった

様々な変化や動向につい

て、自分が抱いた興味関心

や疑問、追究してみたいこ

となどを見出して、見通し

を持って学習に取り組もう

としている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
三
部 

諸
地
域
の
結
合
・変
容 

第
１
２
章 

産
業
革
命
と
環
大
西
洋
革
命 

１ 産業革命 

２ アメリカ合

衆国の独立と発

展 

３ フランス革

命とナポレオン

の支配 

４ 中南米諸国

の独立 

a: 産業革命と環大西洋革命に

ついて、その背景や歴史的

経緯を理解している。 

b:産業革命や環太平洋革命が

世界経済や社会に与えた影

響を多面的・多角的に考察

し表現している。 

c:産業革命や環太平洋革命に

ついて、自分が抱いた興味

関心や疑問、追究してみた

いことなどを見出して、見

通しを持って学習に取り組

もうとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 

第
１
３
章 

イ
ギ
リ
ス
の
優
位
と
欧
米
国
民
国
家
の
形
成 

１ ウィーン体

制とヨーロッパ

の政治・社会の変

動 

２ 列強体制の

動揺とヨーロッ

パの再編成 

３ アメリカ合

衆国の発展 

４ 19 世紀欧米

文化の展開と市

民文化の繁栄 

a:19世紀のヨーロッパやアメ

リカ合衆国の情勢がどのよ

うに推移したのかを、時代

的な背景や各国の共通点・

相違点を踏まえ理解してい

る。 

b:19世紀のヨーロッパやアメ

リカ合衆国の情勢がどのよ

うに推移したのかを多面

的・多角的に考察し表現し

ている。 

c:19世紀のヨーロッパやアメ

リカ合衆国の情勢につい

て、自分が抱いた興味関心

や疑問、追究してみたいこ

となどを見出して、見通し

を持って学習に取り組もう

としている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
１
４
章 

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
動
揺 

１ 西アジア地

域の変容 

２ 南アジア・東

南アジアの植民

地化 

３ 東アジアの

激動 

a:西アジアや東アジアにおけ

る動揺や改革の推移、南ア

ジア・東南アジアのヨーロ

ッパによる植民地化の経緯

を理解している。 

b:西アジアや東アジアにおけ

る動揺や改革の推移、南ア

ジア・東南アジアのヨーロ

ッパによる植民地化の経緯

を多面的・多角的に考察し

表現している。 

c:西アジアや東アジアにおけ

る動揺や改革の推移、南ア

ジア・東南アジアのヨーロ

ッパによる植民地化の経緯

を自分が抱いた興味関心や

疑問、追究してみたいこと

などを見出して、見通しを

持って学習に取り組もうと

している。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 

第
１
５
章 
帝
国
主
義
と
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動 

１ 第２次産業

革命と帝国主義 

２ 列強の世界

分割と列強体制

の二分化 

３ アジア諸国

の変革と民族運

動 

a:帝国主義時代の欧米列強の

国内情勢および、植民地拡

大の経緯や、アジア各地に

おける改革や民族運動がど

のように展開したのかを理

解している。 

b:帝国主義時代の欧米列強の

国内情勢および、植民地拡

大の経緯や、アジア各地に

おける改革や民族運動がど

のように展開したのかをそ

の特徴や共通性を多面的・

多角的に考察し表現してい

る。 

c:帝国主義時代の欧米列強の

国内情勢および、植民地拡

大の経緯や、アジア各地に

おける改革や民族運動につ

いて、自分が抱いた興味関

心や疑問、追究してみたい

ことなどを見出して、見通

しを持って学習に取り組も

うとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 

学
期 

 

第
１
６
章 

第
一
次
世
界
大
戦
と
世
界
の
変
容 

１ 第一次世界

大戦とロシア革

命 

２ ヴェルサイ

ユ体制下の欧米

諸国 

３ アジア・アフ

リカ地域の民族

運動 

a:第一次世界大戦とロシア革

命がどのように展開したの

か、どのような影響を世界

に与えたのかについて理解

している。 

b:第一次世界大戦とロシア革

命がどのように展開したの

か、どのような影響を世界

に与えたのかについて多面

的・多角的に考察し表現し

ている。 

c:第一次世界大戦とロシア革

命がどのように展開したの

か、どのような影響を世界

に与えたのかについて自分

が抱いた興味関心や疑問、

追究してみたいことなどを

見出して、見通しを持って

学習に取り組もうとしてい

る。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 

第
１
７
章 
第
二
次
世
界
大
戦
と
新
し
い
国
際
秩
序
の
形
成 

１ 世界恐慌と

ヴェルサイユ体

制の破壊 

２ 第二次世界

大戦 

３ 新しい国際

秩序の形成 

a:世界恐慌から第二次世界大

戦に至る経緯を理解し、戦

争後に形成された国際秩序

の特徴をそれ以前との相違

点を踏まえて理解してい

る。 

b:世界恐慌から第二次世界大

戦に至る経緯や戦争後に形

成された国際秩序の特徴を

多面的・多角的に考察し表

現している。 

c:世界恐慌から第二次世界大

戦に至る経緯や戦争後に形

成された国際秩序の特徴に

ついて自分が抱いた興味関

心や疑問、追究してみたい

ことなどを見出して、見通

しを持って学習に取り組も

うとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
四
部 

地
球
世
界
の
課
題 

第
１
８
章 

冷
戦
と
第
三
世
界
の
台
頭 

１ 冷戦の展開 

２ 第三世界の

台頭とキューバ

危機 

３ 冷戦体制の

動揺 

a:冷戦の進展、各国の社会に

与えた影響、核開発の動き

などについて理解してい

る。 

b: 冷戦の進展、各国の社会に

与えた影響、核開発の動き

などについて多面的・多角

的に考察し表現している。 

c: 冷戦の進展、各国の社会に

与えた影響、核開発の動き

などについて自分が抱いた

興味関心や疑問、追究して

みたいことなどを見出し

て、見通しを持って学習に

取り組もうとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 

第
１
９
章 

冷
戦
の
終
結
と
今
日
の
世
界 

１ 産業構造の

変容 

２ 冷戦の終結 

３ 今日の世界 

４ 現代文明の

諸相 

a:冷戦がどのような経過をた

どって終結したのか、終結

後の各地の状況や、地域・民

族紛争、経済における世界

の一体化について、国際情

勢を踏まえたうえで理解し

ている。 

b:冷戦がどのような経過をた

どって終結したのか、終結

後の各地の状況や、地域・民

族紛争、経済における世界

の一体化について多面的・

多角的に考察し表現してい

る。 

c:冷戦がどのような経過をた

どって終結したのか、終結

後の各地の状況や、地域・民

族紛争、経済における世界

の一体化について自分が抱

いた興味関心や疑問、追究

してみたいことなどを見出

して、見通しを持って学習

に取り組もうとしている。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

地球世界の課題

の探究 

a: 設定した課題の追究や解

決のために、適切かつ効果

的に諸資料を活用し、歴史

的経緯を踏まえて、地球世

界の課題を理解している。 

b:地球世界の課題の形成に関

わる諸事象の歴史的背景や

原因、結果や影響などを多

面的・多角的に考察し表現

している。 

c:地球政界の課題についてよ

りよい社会の実現を視野に

主体的に探究しようとして

いる。 

考 査 に

お け る

知 識 問

題 

 

 

考査に

おける

資料読

み取りな

どの応

用問題 

 

パフォ

ーマン

ス課題 

グループ

ワークや

ペアワー

クによる

意見交

換および

発表 

ノートで

設定され

ている

「問い」

への回

答 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


